
一般質問

平成２９年（２０１７年）４月３０日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

 
質
問　

臼
中
学
で
は
制
服
等
の
問
題

で
兄
弟
が
行
っ
た
学
校
に
通
う
ほ
う

が
よ
い
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
判
断

基
準
は
。

　

渦
部
活
動
を
審
査
基
準
に
加
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

嘘
教
育
的
配
慮
の
場
合
、
本
人
も

し
く
は
家
族
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に

聞
い
て
い
る
の
か
、
判
断
基
準
は
。

教
育
長　

臼
住
所
に
よ
り
学
校
を
決

定
、
例
外
と
し
て
兄
姉
が
在
籍
中
は

変
更
可
、
卒
業
後
は
で
き
な
い
。

　

渦
考
え
て
い
な
い
。

　

嘘
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
的
確
に
捉

え
、
個
別
に
判
断
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
指
定
学
校
の
変
更

及
び
区
域
外
就
学
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
市
民
会
議
の
参
加
者
数

と
意
見
の
内
容
は
。

　

渦
今
後
個
別
計
画
を
進
め
る
際
、

市
民
が
希
望
す
れ
ば
説
明
会
を
何
度

で
も
開
く
、
個
別
の
説
明
に
も
行
く

な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

臼　

年
度
は
５
回
開
催
し
延

２７

べ　

人
、　

年
度
は
５
回
開
催
し
延

４３

２８

べ　
人
の
参
加
。
主
な
意
見
と
し
て
、

５５
学
校
施
設
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核

に
し
て
は
ど
う
か
、
行
政
と
民
間
事

業
者
の
連
携
が
大
切
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

渦
検
討
手
順
の
中
で
必
要
に
応
じ

地
域
代
表
者
等
と
意
見
交
換
を
行
う
。

市
の
施
策
を
進
め
る
た
め
住
民
に

寄
り
添
い
粘
り
強
く
説
明
を

 
質
問　

臼
実
績
を
含
め
て
こ
れ
ま
で

条
例
を
検
証
し
て
い
る
か
。

　

渦
街
路
灯
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

会
員
数
が
減
っ
て
い
る
商
店
会
の
状

況
は
。

　

嘘
条
例
の
啓
発
は
こ
れ
ま
で
ど
う

や
っ
て
き
た
か
。

　

唄
条
例
を
活
用
す
れ
ば
ど
う
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

市
長　

臼
条
例
施
行
後
、
商
店
会
で

は
市
内
大
学
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
が

ふ
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
住
民

と
交
流
を
深
め
、
買
い
物
の
場
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

の
場
を
創
出
し
、
魅
力
あ
る
商
店
街

小
平
市
商
店
街
の
活
性
化
に
関
す
る

条
例
の
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
い
て

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

渦
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
商

店
会
の
費
用
負
担
は
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
会
員
の
負
担
も
減
少

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

嘘
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
毎
年
商
店
会
に
対
し
実

施
す
る
補
助
事
業
等
の
説
明
会
で
、

商
店
街
組
織
力
強
化
支
援
事
業
を
紹

介
す
る
こ
と
で
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　

唄
大
型
店
舗
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
商
店
会
へ
の
加
入

促
進
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。
ま
た

商
店
街
組
織
力
強
化
支
援
事
業
を
実

施
し
た
場
合
、
都
の
補
助
率
が
高
く

な
る
利
点
等
も
あ
る
た
め
、
商
店
会

等
に
対
し
情
報
提
供
を
行
い
つ
つ
条

例
の
目
的
達
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問　

臼
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
手
段
利
用
の
た

め
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　

渦
市
、
市
民
、
事
業
者
等
が
合
理

的
配
慮
を
行
う
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

嘘
障
害
者
職
員
採
用
で
の
配
慮
は
。

市
長　

臼
手
話
通
訳
者
を　

回
、
要

４０１

約
筆
記
を
５
回
派
遣
し
た
。
派
遣
回

数
の
増
で
通
訳
者
の
確
保
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
要
綱
を
制
定
し
市
職
員
へ
の
研

修
を
実
施
し
た
ほ
か
、
啓
発
用
テ
ィ

ッ
シ
ュ
配
布
や
事
業
者
向
け
研
修
会

の
開
催
等
し
た
。
今
後
は
地
域
課
題

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
解
決
す
る
連
携

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
を

体
制
の
整
備
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘
個
々
の
受
験
者
に
合
理
的
配
慮

の
観
点
か
ら
必
要
な
対
応
を
行
う
。

 
質
問　

臼
所
有
者
等
意
識
調
査
か
ら

わ
か
る
状
況
等
は
ど
う
か
。

　

渦
地
域
の
空
き
家
相
談
員
の
派
遣
、

空
き
家
活
用
に
必
要
な
費
用
の
一
部

助
成
（
京
都
市
の
例
）
の
見
解
は
。

市
長　

臼
所
有
者
等
の
約　

％
が　

７０

６０

歳
代
以
上
で
、
約　

％
の
所
有
者
等

４６

に
利
活
用
の
意
向
が
あ
る
が
、
修
繕

や
耐
震
化
の
必
要
性
等
、
費
用
面
の

問
題
解
決
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
庁
内
検
討
会
議
で
今
後
の
総
合

的
な
対
策
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

空
き
家
対
策
、
空
き
家
の

活

用

に

向

け

て

 
質
問　

臼
小
林
市
長
在
任
中
、
約　
１２

年
間
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
は
。

　

渦
行
政
文
書
は
市
民
の
財
産
だ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

　

嘘
市
長
が
か
ね
て
よ
り
情
報
公
開

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
が
、
改
め

て
市
政
運
営
に
お
け
る
情
報
公
開
の

必
要
性
と
は
何
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
予
算
か
ら
、

２７

当
初
予
算
編
成
ま
で
の
流
れ
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
予
算
編
成

過
程
の
透
明
化
を
進
め
て
き
た
。
ま

た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

市
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
の

姿
勢
と
考
え
方
を
問
う

に
よ
り
市
民
参
加
の
機
会
を
保
障
し
、

市
民
公
募
委
員
を
含
め
た
審
議
会
や

地
域
懇
談
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
、
市
民
と
の
情
報
共
有
を

推
進
し
て
き
た
。

　

渦
市
政
情
報
は
市
民
共
有
の
知
的

資
源
と
し
て
、
市
民
の
財
産
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

嘘
情
報
公
開
は
市
民
参
加
の
前
提

と
な
る
。
市
民
が
地
域
の
主
体
と
し

て
地
域
自
治
に
か
か
わ
り
、
自
ら
の

経
験
や
能
力
を
発
揮
し
、
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
う
た
め
に
は
、

市
が
保
有
す
る
情
報
を
積
極
的
に
開

示
し
、
市
民
同
士
が
議
論
す
る
過
程

が
必
要
で
あ
る
。
公
開
と
参
加
が
進

む
こ
と
で
、
活
気
に
満
ち
た
町
の
実

現
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。　

 
質
問　

臼
小
学
校
の
移
動
教
室
に
か

か
る
保
護
者
負
担
を
、
完
全
無
償
化

す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

　

渦
各
中
学
校
の
修
学
旅
行
の
完
全

無
償
化
や
、
保
護
者
負
担
の
上
限
を

定
め
公
費
補
助
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。

　

嘘
制
服
購
入
に
関
し
て
、
無
償
化

し
て
は
ど
う
か
。

　

唄
幼
児
教
育
の
無
償
化
は
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

臼
現
在
の
と
こ
ろ
、
完
全

無
償
化
の
予
定
は
な
い
。

　

渦
現
在
の
と
こ
ろ
、
無
償
化
や
上

限
を
定
め
て
の
補
助
の
予
定
は
な
い
。

教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
　

嘘
生
徒
個
人
に
帰
属
す
る
も
の
で

あ
り
、
財
政
負
担
も
含
め
、
一
律
に

無
償
化
す
る
こ
と
は
課
題
が
多
い
。

市
長　

唄
国
の
進
め
る
段
階
的
な
取

り
組
み
に
応
じ
て
、
無
償
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

 
質
問　

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い

て
、
教
員
が
や
り
が
い
を
持
て
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す

る
、
検
討
委
員
会
等
の
組
織
を
創
設

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

検
討
の
場
を
設
け
、
教
員

の
働
き
方
に
関
す
る
、
よ
り
よ
い
方

向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
市
内
に
設
置
し
た
使
用
済

み
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
及
び
宅

配
に
よ
る
直
近
の
回
収
量
は
。

　

渦
都
と
連
携
し
「
使
用
済
み
小
型

家
電
回
収
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

金
メ
ダ
ル
に
貢
献
し
よ
う
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
啓
発
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼　

年
１
月
か
ら　

月
ま
で

２８

１２

の
回
収
量
は
、
ボ
ッ
ク
ス
が
２
千
５

百　

㌔
グ
ラ
ム
、
宅
配
便
が
９
千
百

４９

　

㌔
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

３４
　

渦
都
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
市
が

連
携
す
る
認
定
事
業
者
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
啓
発
を
含
め
積
極
的
に

協
力
し
、
ご
み
の
減
量
と
小
型
家
電

ご
み
減
量
と
小
型
家
電
回
収
で
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
に
貢
献
を

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

 
質
問　

臼
あ
か
ず
の
踏
切
小
平
第
１

号
踏
切
の
国
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
。

　

渦
こ
れ
ま
で
国
や
都
、
鉄
道
事
業

者
に
対
し
ど
の
よ
う
な
要
望
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
回
答
を
得
て
い
る
か
。

市
長　

臼　

年
６
月
の
踏
切
安
全
通

２８

行
カ
ル
テ
の
公
表
と
と
も
に
、
あ
か

ず
の
踏
切
と
し
て
緊
急
に
対
策
の
検

討
が
必
要
な
踏
切
の
１
つ
に
抽
出
さ

れ
て
い
る
。

　

渦
踏
切
北
側
及
び
踏
切
内
の
白
線

と
カ
ラ
ー
舗
装
の
路
面
標
示
に
つ
い

て
延
伸
等
の
要
望
を
行
い
、
現
地
の

路
面
補
修
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

あ
か
ず
の
踏
切
小
平
第
１
号
踏
切
へ
の

当
面
対
策
を
速
や
か
に
実
施
せ
よ

 
質
問　

臼
各
家
庭
へ
の
簡
易
ト
イ
レ

の
備
蓄
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
啓
発

と
配
布
を
検
討
で
き
な
い
か
。　　
　

　

渦
都
が
発
行
予
定
の
女
性
の
視
点

の
防
災
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。　

市
長　

臼
例
年
実
施
の
総
合
防
災
訓

練
で
参
加
者
に
使
用
期
限
が
迫
っ
た

使
い
捨
て
ト
イ
レ
を
配
布
し
、
備
蓄

へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
家
庭
で
の
防
災
力
の
向
上
等
は
、

女
性
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
認

識
し
て
い
る
。
女
性
が
防
災
に
関
心

を
持
つ
仕
組
み
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

防
災
ブ
ッ
ク
は
テ
キ
ス
ト
な
ど
と
し

女
性
の
視
点
を
生
か
し

身
近
な
災
害
対
策
の
充
実
を

て
活
用
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
婚
姻
歴
の
な
い
母
親
（
父

親
）
も
寡
婦
（
寡
夫
）
と
み
な
し
て
、

税
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

渦
さ
ら
な
る
み
な
し
適
用
の
実
施

拡
充
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
所
得
税
法
等
に
よ
り
寡
婦

控
除
の
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
適
用
で
き
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
根
本
的
な
解
決
策
と
し
て
は
税

制
の
改
正
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

拡
充
に
当
た
っ
て
は
、
国
の
税
制
改

正
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
事

業
ご
と
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
負
担
軽
減
の
た
め

み
な
し
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
拡
充
を

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

指
定
学
校
変
更
と
区
域
外
就
学
／
施
策

推
進
に
は
住
民
に
寄
り
添
い
説
明
を

磯
山　

亮
議
員
（
政
和
会
）

教
育
の
無
償
化
を
目
指
し
て
／

教
員
の
多
忙
化
の
解
消
を

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

女
性
視
点
で
の
災
害
対
策
の
充
実
と

み
な
し
寡
婦
控
除
の
拡
充
を

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
会
）

小
平
市
商
店
街
の
活
性
化
に

関

す

る

条

例

の

活

用

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

小
型
家
電
回
収
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
ル
に
貢
献
／
あ
か
ず
の
踏
切
対
策

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

市
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
の

姿

勢

と

考

え

方

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

障
害
者
差
別
解
消
法
で
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
／
空
き
家
の
対
策
と
活
用

滑
小
平
第
１
号
踏
切

（
小
平
駅
西
側
）

葛
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

（
市
役
所
１
階
）


